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小売業の年間販売額(億円) 9，438 10.0% 
中心市街地型商業地区 2，178 23.1% 
駅周辺型商業集積地区 1.122 11.9% 
市街地型商業集積地区 664 7.0% 
オフィス街地区 392 4.2% 
郊外他型商業地区 1.577 16.7% 
ロードサイド型商業集積地区 636 6.7% 
工業地区 941 10.0% 
住宅地その他型商業地区 5，683 60.2% 
住宅地背景型商業集積地区 472 5.0% 
住宅地区 2，512 26.6% 
その他の商業集積地区 51 0.5% 
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第1案プラク 第2案 個庖 第3案ウォー 第4案 講演 第5案商業
タイトル リ丁大通り歩行 及びエリアの魅 キング・まち 会・ワー クシヨツ 地の SCor 
者天国化 力再開発 歩き プの開催 SM化
内容 毎月ある週の 「この街独自 中心市街地が 内容:中心市 内容:再開発
土曜日、もし のコンセプト 出発点又は終 街地活性化に 事業・区画整
くは日曜日に づくり」と実 着点(集う 関する講演 理事業等を合
ぷらくり丁の 行 「外部か 場)となる 会、ワーク めた、既存商
通りを歩行者 らひとを呼ぴ ウォーキング ショップの開 業庖舗の見直








初期 。 。 。
中期 。
長期 。
合計
これらの案を総合的に評価すると、 「個屈の魅力再生+ウォーキング(歩行者天国も合
流)の抱き合わせ戦略」が実現可能性の面でも、また効果などの面でも妥当と考えられる
(第1、2、3案)。
さらに街中勉強会議を実施することで街づくりのシンクタンク的役割をも担うことがで
きょう(第4案)。なお、長期的な視点からは、 3年後をめどに商業施設のSC化などにつ
いて考える(第4案の中で第5案を検討)。
上記案件は予算的にも低い金額で実施が可能であるし、他地域での実施例などを見て
も、一定の効呆も期待される。
これらの点を踏まえて、以下企画の具体案についてみてみよう。
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企画案
名
内
P 
期
場
称) 和歌山版センチメンタルジャーニー
容) ガイドによるウオ}キングツア}を実施+商業観光の整備
R) Webによる案内・動画像配信 (YouTube等)
間) 2∞9年10月1日から11月15日まで・・。土曜日
所) ぷらくり丁と和歌の浦、加太付近との連携
主 体) NPOもしくは再生研究会スタッフ(スタッフはボランテイアを組織)
目標数値) 街中観光2∞0人
先行すでに類似事業を実施している自治体:長崎県長崎市「さるく博」など。
おわりに
今後、中心市街地で求められる施策は、予算的な制約や実現可能性などの点からやはり
回遊政策の徹底化策が必要なものと思われる。回遊策を実施することにより、長期的に中
心市街地への関連人口が増え、様々な経済効呆が生まれるものと思われる。
この点は、約400名ほどのボランティアガイドと、中心市街地の各所に「見開館」と呼
ばれる老舗庖での観光客の立ち寄り所を設け、それらが観光客誘致に大きく貢献している
長崎市の「きるく博(街中歩き)Jが参考になる。何よりも大事なのはその事業の継続性
であるが、きるく博終了後も、継続的に市民の手できるく事業が継続されている点は注
目に値する。和歌山市の城フェスタ終了後に継続的に中心市街地に客を集客する手法が
求められており、本企画がこの点において果たす役割は大きいものと思われる。
i和歌山商工会議所は2∞6年度より、域内産業観光促進事業や市内観光地裁発見などを目
的とした「センチメンタル和歌山」事業をすでに実施している。
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